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１．クイズでＳＤＧｓを学ぼう！ 

 

資料：国連広報センター 

※裏面の「２．クイズの答え」も見てね！ 

Ｑ1.（食品ロスに関する問題）  

 

世界では、毎年どれくらいの食べ物が捨てら

れていますか。 

 

① 生産される食料の 10 分の１ 

② 生産される食料の５分の１ 

③ 生産される食料の３分の１ 

 

Ｑ２.（海洋プラスチックに 

関する問題） 
 

今、地球の人口は年々増えています。でも、地球にある資源
し げ ん

は限られているため、このままの 

くらしを続けていくと、電気などのエネルギーが不足してしまうかもしれません。  

   また、今のようにエネルギーを使い続けることで、地球を温めてしまうガスが増え、宇宙に出

るはずだった熱が地球に残ってしまい、地球全体の気温が上がってしまいます。そのため、天候

が乱
みだ

れ農作物などが作れなくなり、食べ物が足りなくなるかもしれません。 

地球のみんなが豊かで幸せに暮らす未来のために、「SDGs」という２０３０年までにしておか

なければならない、１７の目標が国連の会議で定められました。 

 

 

未来もずっとくらしていける社会のために 
世界の目標「SDGs（エス・ディー・ジーズ）」を学ぼう！ 

 

皆が今と同じ生活を続けた場合、海の魚の

量より、海水中のプラスチックの量が多くな

るのはいつ？ 

 
① ２０３０年 

② ２０５０年 

③ ２１００年 

 



 

 

 

「 

３．目標をかなえるために、私たちにできることってなんだろう？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

２．クイズの答え 

資源をむだにせず 
つくろう、使おう 

海の自然と海の 

生き物を守ろう 

試してみては？ 
ローリングストック法 

  

ふだん食べている食品を少し多めに買い置きし

て、食べたらその分を買い足していくことにより、

特別なものを買わずに保存ができます。 

また、賞味期限切れで捨ててしまう食品ロスも 

防げます。 

 

 

出典 

消費者庁 

プラスチックごみが、太陽の光や波の力で 

細かく、くだかれ、つぶ状になったもののことを、

マイクロプラスチックといいます。 

マイクロプラスチックを、魚やカメがエサと 

まちがえて食べてしまい、病気になる等、大きな 

問題になっています。 

一方、軽くて丈夫で、さまざまな使い方が 

できるプラスチックは、生活に欠かせないものと 

なっており、賢く
か し こ

付き合っていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

出典：環境省「エコジン」 

不法投棄※などで、川などに流れ込んだプラス 

チックごみは、日々海へと運び込まれています。 

海に流れ着く量は、世界で年間約８００万トン 

で２０５０年には海にあるプラスチックの総重量

が、海にいる魚の総重量を上回るとされています。 

※決められた場所以外に、処理せずゴミを捨てること 

 

Ａ１．正解は、「③ 生産される食料の３分の１」 

  

 
ＦＡＯ（国際

こくさい

連合
れんごう

食 料
しょくりょう

農業
のうぎょう

機関
き か ん

）のまとめに 

よると、世界では食料生産量の 3 分の１に当たる 

約 13 億トンの食料が、毎年捨
す

てられています。 

日本で 1 年間に捨
す

てられる量は、523 万トン

（2021 年）と、戦争などで食べるものに困ってい

る地域などに対する、世界の食 料
しょくりょう

支援量
しえんりょう

よりも多

くなっています。 

 

出典：農林水産省及び環境省推計、国連ＷＦＰ協会 

台東区消費生活センター 
相談専用電話  （03）5246-1133 
受付時間 月～金 午前 9 時～午後 4時   

電話または来所による相談（相談無料・秘密
ひ み つ

は守られます。） 
                   

 

出典：（一社）プラスチック循環利用協会 

備蓄
びちく

とは、万一に備えてたくわえておくことです。 

Ａ２．正解は、「② ２０５０年」 

 


